
市場概況レポートの使い方(Page1) ～市場概況レポートを使いこなすポイントを解説

当レポートは当日の米国株式・債券・コモディティ市場の目立った動きを網羅するとともに、様々な「モニター」を用意するこ
とで、相場を多面的に理解することが可能になります。是非、使い方のポイントを確認し、有効に御利用下さい

「相関モニター」でどの市場
とどの市場の連動性が強とどの市場の連動性が強
まっているのかを確認する

50日移動平均値との乖離が
大きすぎると短期的な調整
の可能性も

市場が楽観に傾きすぎてい
る場合は注意が必要。VIX
で15以下、IIで55以上は要
注意

最も取引が活発だった個別銘柄/ETF、最
も値上がりした個別銘柄/ETFを確認する
ことによって、本日の相場を動かした材料
を具体的に確認する

足元のセクターローテンショ
ンの動きを確認しよう

投資資金が今ど ような投資資金が今どのようなア
セットに向かっているのかを
高値/安値更新ETFで確認
する

高値更新銘柄数や安値更
新銘柄数にも相場の状況が

WSJ紙の注目記事や決算動向など、相場
を動かしたニュースとETF関連の興味深い
ニュースを掲載

新銘柄数にも相場の状況が
表れ易い
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主要金利の過去1ヶ月の変主要金利の過去1ヶ月の変
化を振り返ります

市場が織り込んでいるイン
フレ率と実際のCPIを比べて、
市場がどの程度インフレを市場がどの程度インフレを
気にしているのかを確認し
ます

1～6ヶ月先までの市場の金
融政策見通しとその変化を
先物市場で確かめます

最も取引が活発だった個別ETF、最も値上
がりした個別ETFを確認することによって、
本日の相場を動かした材料を具体的に確

長短金利差やクレジットスプ
レッドの足元の変化（拡大か
縮小か）を確認します

本日の相場を動かした材料を具体的に確
認する

原油、金、コーンの建玉、売
買高の動向を確認します

先物カ ブが急すぎると先物カーブが急すぎると、
ロールコストが嵩み、コモ
ディティ先物ETFのリターン
に影響を与えます

最も取引が活発だった個別ETF、最も値上
がりした個別ETFを確認することによって、
本日の相場を動かした材料を具体的に確
認する

コモディティ市場の各種銘柄
の値動きです


